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2014年�横須賀市における
スズメバチ類のベイトトラップ調査

横須賀市におけるスズメバチ類の効果的な駆除や発
生予察，環境負荷の低減を実現するスズメバチトラップ
の運用を目指し，2010年より横須賀市におけるベイトト
ラップによるスズメバチ類の捕獲調査を実施している（内
舩・横須賀市保健所， 2011; 2012; 2013; 2014）。本報は
2014年４月～６月（トラップ設置日：４月３日，トラップ回
収：設置後１週間毎に６月26日まで全12回，トラップに
ついては後述）に実施した調査記録である。調査方法
および調査地は内舩・横須賀市保健所（2014）に従い
９つの地点にトラップを設置した（第１図）が，トラップ
の仕様については，容器の３面にそれぞれ直径３ cmの
円の中心より円周へ放射状に切り込みを入れた，いわゆ
る「菊割れ」状の開口部を基本とした（第２図）。尚，こ
の菊割れ状開口部は，スズメバチ類が侵入しやすいよ
う切れ端をそれぞれ容器内方へ緩く折り曲げ，中央に
直径１cm程度のすき間を設けた。菊割れ状開口部の評
価や前年度までの捕獲量との比較のため，２つのトラッ
プ設置点について昨年まで用いていた２ cm四方の開口
部（内舩・横須賀市保健所, 2014などを参照）のもの（ト
ラップを示す略号の後に「□」を表示）を設置した

（YIG-2 vs. YIG-2□; YIG-4では「□」のみ；第２表）。
ヒメスズメバチが２週続けて入ったトラップについては，
前年と同様に捕獲を早めに「切り上げ」た（YIG-1：６月
５日まで；KFW-2, VP-1：６月19日まで；YIG-2, 4は捕

獲数に関わらず６月26日まで実施） （内舩・横須賀市保
健所, 2013）。合計10個のトラップの設置および内容物の
回収は横須賀市保健所生活衛生課環境衛生係（石川智
美，澁谷正樹，坂下裕子，下里春美，大塚卓巳，秋山
宝雄，髙柳雅樹，）が行い，内容物のソーティングおよ
びスズメバチ類の同定は内舩が行った。

捕獲したスズメバチ類はスズメバチ亜科２属６種で，
総捕獲個体数は548個体，その多く（約88%）が女王バ
チであった（もう１種，チャイロスズメバチ２個体につい
ては，別報［内舩，2015］にて報告する）。種別捕獲個
体数と回収時期による推移を第１表に示す。種別個体数

（うち開口部の比較や前年度と同条件の年別比較用設置
した３つのトラップ［YIG-2 + YIG-2□ + YIG-4□］の
小計を大カッコ［ ］に記す）は，多い順にキイロスズメ
バチ224 ［115］個体，コガタスズメバチ113 ［64］個体，
モンスズメバチ85 ［70］個体，オオスズメバチ67 ［67］
個体，ヒメスズメバチ40 ［21］個体，クロスズメバチ19 

［11］個体であった。比較用の３トラップの種別捕獲個
体数が全トラップの種別捕獲個体数計に占める割合は，
オオスズメバチ（100%）とモンスズメバチ（約82.4%）に

第1図　 調査地の位置と設置トラップ地点数の内訳．
KFW: くりはま花の国，KP: 衣笠山公園，PP: ペ
リー公園，VP: ヴェルニー公園，YIG: 横須賀しょ
うぶ園．カッコ内の数字は設置トラップ地点数
で，詳細な場所については内舩・横須賀市保健
所（2012; 2014）を参照のこと．
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第1表　 スズメバチ類の種別捕獲個体数とその回収時期による推移．各調査地の捕獲個体数に応じ網掛けをした（１～
９個体: 灰色, 10個体以上: 黒色）．略号は第1図を参照．調査地の位置と設置トラップ地点数の内訳．

10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26
0 1 3 58 19 29 20 17 2 46 12 17 224

(Vs) YIG 0 0 3 47 15 14 8 12 1 15 7 9 131
KFW 0 1 0 8 3 5 4 3 1 23 2 0 50
PP 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 3
VP 0 0 0 0 0 3 5 2 0 1 0 0 11
KP 0 0 0 3 1 6 3 0 0 6 2 8 29

0 0 0 0 7 19 4 5 4 40 17 17 113
(Va) YIG 0 0 0 0 7 17 3 4 1 22 8 11 73

KFW 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2 1 0 5
PP 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8 7 0 16
VP 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 1 0 7
KP 0 0 0 0 0 1 0 1 0 4 0 6 12

0 0 1 16 26 26 8 1 3 2 0 2 85
(Vc) YIG 0 0 1 16 26 20 4 0 3 2 0 1 73

KFW 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
PP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
VP 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 4
KP 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 1 7

0 0 0 4 12 24 7 5 0 11 1 3 67
(Vm) YIG 0 0 0 4 12 24 7 5 0 11 1 3 67

KFW 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
PP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
VP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
KP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 1 2 5 13 12 7 40
(Vd) YIG 0 0 0 0 0 0 1 2 2 7 8 3 23

KFW 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2
PP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1 5
VP 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 5
KP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 5

0 0 0 1 1 4 0 2 0 3 7 1 19
(Vf) YIG 0 0 0 0 1 2 0 2 0 2 6 0 13

KFW 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
PP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
VP 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
KP 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 1 5

Total 0 1 4 79 65 102 40 32 14 115 49 47 548

April May June
Total

キイロスズメバチ

コガタスズメバチ

モンスズメバチ

オオスズメバチ

ヒメスズメバチ

クロスズメバチ
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（2014）が推測した「５月中旬」に近い５月前半のピーク
を示した（第１表）。

前述の３トラップ間の種別捕獲個体数の比較を第２表
に示す。同所に併置した開口部が異なる２つのトラップ

（菊割れ［YIG-2］ vs. 四角［YIG-2□］）では，本報で
新設した「菊割れ」状開口部での捕獲数が，従来型の
四角（正方）形の開口部によるものに比べて少なくなった。
従来型の四角開口部は、2×2 cmのH字型に切れ込みを
入れ，上下の切れ端を内側に90度折り曲げてトラップ内
に侵入したスズメバチに対する「返し」としていたが，
前年度までのトラップ内容物回収時の観察にて容器か
ら脱出するスズメバチが何度か観察されていた （内舩・
横須賀市保健所, 未発表）。「菊割れ」状の開口部は，
より有効な「返し」構造の工夫として本調査に導入され
たが，捕獲個体数の比較では「返し」効果より以前の
問題として，四角形の開口部に比べて侵入が困難だった
と考えられ，オオスズメバチの捕獲数が「菊割れ」状開
口部において極めて少なかった（第１，２表）ことも，こ
の解釈を支持する。第２表からはまた，比較的近接する
２つのトラップ設置点間の比較において，疎林内（YIG-2）
よりも崖上の林縁（YIG-4）の方が捕獲数の多いことが
明らかとなり，内舩・横須賀市保健所（2014）の結果を
支持した。

くりはま花の国，ペリー公園，ヴェルニー公園におけ
るトラップ設置については横須賀・西武パートナーズに，
横須賀しょうぶ園と衣笠山公園については横須賀緑化
造園協同組合にそれぞれご協力いただいた。各位にお
礼申し上げる。

第2図　 トラップ容器における開口部の位置と「菊割れ」
状開口部．3か所の四角い開口部をもつ容器は
YIG-2□とYIG-4□で用いたものであり，残り8つ
のトラップではその3か所全てを右上に示した

「菊割れ」状開口部とした（本文参照）．

おいて非常に高い割合を占めた。2013年の種別捕獲数
割合を内舩・横須賀市保健所（2013）より算出し，本
調 査と 比 較したところ，１） コガタス ズメバ チ

（9.1%→20.6%）およびモンスズメバチ（4.5%→15.5%）
の 捕 獲 数 割 合 が 上 がり， ２） オ オス ズ メバ チ

（21.5%→12.2%）クロスズメバチ（11.5%→3.5%），ヒメ
スズメバチ（13.0%→7.3%），の捕獲数割合が下がり，３） 
キイロスズメバチ（40.5%→40.9%）ではほとんど変わら
なかった。モンスズメバチの捕獲数は本報においてはじ
めて捕獲ピーク（捕獲個体数の増減が山を形成する時
期）を明瞭に見出すことができ，内舩・横須賀市保健所

トラップ
開口部
サイズ

疎林内 林縁崖上

YIG-2
菊割れ状

Φ3 cm

YIG-2□
正方形
2×2 cm

YIG-4□
正方形
2×2 cm

キイロスズメバチ 11 32 72

コガタスズメバチ 9 11 44

モンスズメバチ 1 22 47

オオスズメバチ 1 12 54

ヒメスズメバチ 5 2 14

クロスズメバチ 3 2 6

計 30 81 237

第2表　 仕様（開口部の形状）の異なるトラップ間およ
び環境の異なるトラップ設置点間におけるスズ
メバチ類の捕獲個体数の比較．
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